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第２回臨時会　議事概要

平成21年度利根町補正予算

第４回定例会　議事概要

町政のここがききたい（一般質問）

利根町議会日誌（平成21年11・12月）

２

平成21年　第２回利根町議会臨時会　議事概要
会　　期　　平成21年11月25日（水）　実質審議日数１日

議会傍聴者数　　０名です。

審議議案等　　　８件とその審議結果（行頭の数字は議案番号　＊印は賛否討論のあった案件）

町長提出議案

　　68　平成21年度利根町一般会計補正予算（第３号）専決処分について

　　69　平成21年度利根町一般会計補正予算（第４号）専決処分について

　　70　利根町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

　　71　利根町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

　　72　平成21年度利根町一般会計補正予算（第５号）

　　73　平成21年度利根町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

　　74　平成21年度利根町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　　75　平成21年度利根町水道事業会計補正予算（第３号）

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

＊

反対討論　髙 木 博 文 議 員

　人事院制度は、民間の事業所の実態を調査し、国家公務員と対比をし、国に勧告、閣議決定、こ

れは地方自治体を必ずしも拘束するものでない、町の実態を調査し、職員に働きかけ、住民に周知

を図る、こういう手続きを必ずしも踏まえていないため反対する。

賛成討論　守 谷 貞 明 議 員

　財政状況は、財政基金から取り崩し、さらに不足分は町債を発行している、多くの住民から人件

費の総額が高過ぎる。３年前は一般予算の25％、四分の一が人件費。現在は23％超、こういう状

況の中で、職員給与の引き下げは残念ながらやむを得ません。私は賛成する。

平 成 21 年 度 予 算 を 補 正 概 要
一般会計（第３号専決処分）
70千円追加し、歳入歳出総額其々5,323,434千円とする。
　歳入は、財政調整基金繰入金より。　歳出は、教育費で全国スポーツレクレーション大会補助金。

一般会計（第４号専決処分）
20,002千円追加し、歳入歳出総額其々5,343,436千円とする。
　歳入は、衛生費として4,981千円（国庫支出金）・2,490千円（県支出金）・他財政調整基金より
　　　　　12,531千円。
　歳出は、衛生費「感染者予防対策事業＝新型インフルエンザ接種委託及び補助金」で17,002千円
　　　　　と「土木費の道路維持費＝道路災害復旧測量設計業務委託」で3,000千円。

一般会計（第５号補正予算）
2,884千円追加し、歳入歳出総額其々5,346,320千円とする。
　歳入は、財政調整基金繰入金より。　歳出は、総務費・商工費・教育費等で主に職員給与。

３

反対討論　岩 佐 康 三 議 員

　９月に提出された17課52係を18課51係にしただけだ。平成９年に200人いた職員が43人減って

いるのに係を３つ減らしただけで対応できるのか。細分化によるセクト主義等で組織を硬直化させ

る原因にならないか懸念されるので反対したい。

賛成討論　髙 木 博 文 議 員

　前回の条例案は反対した立場であるが、質疑を通じて町長の決意・思いをただし、賛成の立場を

表明したい。今回の案は住民の立場からそれなりに分かりやすい、町の今後の方向性を示す組織に

なっている、この条例提案に賛成を表明したい。

国民健康保険特別会計補正予算
648千円追加し、歳入歳出総額其々123,439千円とする。
　歳入は、財政調整基金繰入金より。　歳出は、総務費で一般管理費「職員給与」。

水道事業会計補正予算
収益的収入および支出の水道事業営業費用を3,173千円追加し、総額が395,078千円とする。また、
職員数は１名追加の８名で職員給与3,173千円追加で61,492千円とする。

公共下水道事業特別会計補正予算
126千円追加し、歳入歳出総額其々386,370千円とする。
　歳入は、財政調整基金繰入金より。　歳出は、公共下水道事業費と維持管理費。

平成21年　第４回利根町議会定例会　議事概要
会　　期　　平成21年12月４日（金）～ 10日（木）　実質審議日数５日間
　　　　　　　　　　　　　◎12月９日（水）　総務常任委員会開催（付託審議）

議会傍聴者数　　延べ46名です。

審議議案等　　　13件とその審議結果（行頭の数字は議案番号　＊印は賛否討論のあった案件）

町長提出議案

　　76　利根町課等設置条例（平成３年利根町条例第８号）の一部を改正する条例

　　77　平成21年度利根町一般会計補正予算（第６号）

　　78　平成21年度利根町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

　　79　平成21年度利根町営霊園事業特別会計補正予算（第２号）

　　80　平成21年度利根町介護保険特別会計補正予算（第２号）

　　81　平成21年度利根町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

　　82　平成21年度利根町水道事業会計補正予算（第４号）

　　83　茨城県南水道企業団への加入について

諮問 2　 人権擁護委員候補者推薦について

請願

　　請願第２号　横須賀・大平・もえぎ野台３地区における選挙投票所新設に
　　　　　　　　ついて「総務常任委員会に付託」

その他

　　農業委員会委員の推薦の件
　　常任委員会の閉会中の所管事務調査の件
　　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で承認

全員賛成で可決

全員同意

＊

４

（条例改正・補正予算・諮問・請願）

平成３年利根町条例第８号の一部を改正する。

第１条中「総務課・企画財政課・税務課・町民生活課・健康福祉課・経済課・都市建設課」の７課を

『総務課・企画財政課・まちづくり推進課・税務課・住民課・福祉課・健康福祉センター・環境対策

課・保険年金課・国保診療所・経済課・都市建設課』の12課に改正。

平成 21年第４回　議会定例会概要

利根町課等設置条例の一部改正する条例

43,884千円追加し、歳入歳出総額其々5,390,204千円とする。

歳入は、国庫支出金（23,928千円）・県支出金（7,070千円）・財政調整基金繰入金より（12,878千円）。

歳出は、消防費（8,492千円）・土木費（10,800千円）・民生費（22,863千円）で、国庫及び県支出

　　　　金で対応。

一般会計補正予算（第６号）

①施設勘定で、2,182千円追加し、歳入歳出総額其々2,113,026千円とする。

　歳入は、財政調整基金繰入金（1,526千円）・外部収入（656千円）。

　歳出は、出産育児一時金（1,730千円）と特定健康診査等業務委託（452千円）。

②施設勘定で、1,680千円追加し、歳入歳出総額其々125,119千円とする。

　歳入は、財政調整基金繰入金より。

　歳出は、諸検査費（1,250千円）と一般管理費（430千円）。

　＊債務負担行為補正「国保診療所医療事務業務委託」

　　　　　　　　　　　　平成21年度から平成22年度までで、限度額5,565千円。

国民健康保険補正予算（第４号）

　＊債務負担行為補正「町営霊園環境整備業務委託」

　　　　　　　　　　　　平成21年度から平成22年度までで、限度額3,455千円。

町営霊園事業補正予算（第２号）

31,573千円追加し、歳入歳出総額其々898,467千円とする。

歳入は、国庫支出金（11,921千円）・県支出金（3,276千円）・支払基金交付金（7,860千円）・基金

　　　　繰入金（8,516千円）。

歳出は、保険給付費「介護サービス事業、特定入所者介護サービス等」で26,200千円と一般管理費

　　　　「地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金」で5,373千円。

介護保険補正予算（第２号）

1,057千円追加し、歳入歳出総額其々247,975千円とする。

歳入は、後期高齢者医療繰入金より。歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金。

後期高齢者医療補正予算（第３号）

＊収益的収入及び支出の水道事業費を547千円（通信運搬費・賃借料）追加し、総額395,625千円に、

　また、資本的収入および支出を8,600千円（早尾台給水管布設替え工事92箇所）追加し、総額

　139,828千円とする。

水道事業補正予算（第４号）

５

地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１項の規定により、平成24年４月１日から茨城県南

水道企業団に加入する。

企業団は、①水道事業に関する事務。

　　　　　②公共下水道の使用料の算定及び徴収に関する事務。を共同処理する。

　　　　　③企業団を組織する地方公共団体は、龍ヶ崎市・牛久市・取手市・利根町。

　　　　　④事務所は、龍ヶ崎市長山１丁目５番地２。

　　　　　⑤議員定数は14名で、龍ヶ崎市、牛久市、取手市其々４名で利根町は２名。

　　　　　⑥議員の任期は、当該市町の任期による。

茨城県南水道企業団への加入について

　平成21年11月19日付提出され、平成21年12月４日に総務常任委員会に付託され審議の結果、

　下記内容をもって全員賛成で採択し、以下の通り本議会で報告。

　五十嵐総務常任委員長報告

諮問第２号　人件擁護委員候補者の推薦について

村井　守様　　利根町大字布川 2511番地13

　　任期は、平成 22年４月１日から３年間。

議員提出議案　農業委員会委員の推薦について

飯塚哲男様　　利根町大字福木 369　　 任期３年

高橋一男様　　利根町大字布川 2908-1　任期３年

・審議の前に投票所としての機能性、利便性を目的に、請願に係る現地調査（第３・６投票所）

　を行い、平成21年11月９日に選挙管理委員会の出席を求め審議に入りました。

・第３投票所（早尾集会場）は、早尾、早尾台、大平、横須賀、もえぎ野台１丁目と２丁目。第

　６投票所は（押戸集会所）は奥山、押戸、もえぎ野台３丁目、４丁目、５丁目となっています。

・現在の投票所は人口動態の変化で昭和57年に11投票区から13投票区に増設。

・請願の要旨にあるもえぎ野台は、２年後には500世帯（現在350世帯）を超えると見られ、ま

　た、利根町では数少ない人口増加地区であるが通学区や投票所は文地区と文間地区に分割され

　住民は不便を来している。

・該当する投票所は起伏が多く高齢者は容易ではなく、また、第６集会所に至っては場所が分か

　りにくく、駐車場も難点。

・先の衆議院選挙の投票率は第６投票所が42.03％では、民意が反映されず選挙目的が達成され

　ない。また、投票率が何故低いか検証する必要がある。

・昭和57年に見直してから相当期間が経過している。選挙管理委員会事務局としては、投票区に

　関して選挙管理委員会の範疇ですが、請願の一部の地区の投票所を見直すか、全体を見直すか、

　均整のとれた投票所を検討する時期に来ているとの意見あり。

・投票所の置かれている物理的条件に左右されるが、投票は民主主義の根幹であり投票率向上に

　向け改善すべきである。

・民意を反映するよう新設も含め、請願の３地区の投票所としては、横須賀集会所が最適と判断。

請願（第２号）

　　横須賀・大平・もえぎ野台３地区における選挙投票所新設について

６

一 般 質 問 町政のここが聞きたい

問

旧利根中学校跡地の用途地域変更の進捗は

県と交渉中、直売所計画も時間が掛かる見込み 西　村　重　之　議員

　　地元雇用促進の企業誘致活動は。

問

答

能となる３段階上げてもらう様交渉中。
２．跡地の活用について農産物直売所を
計画。検討準備会設置の検討を考え農
商工会、他関係者の皆様大勢の参加を願
い話し合っていきたい。
３．町として６～８千万円の収益を上げ
れば子育て、環境、医療費の無料化等に
充当出来る位の収益を上げたいと言う。
これは、町長の希望である。
４．小中学校の利活用は、今後も引き続
き健康増進高齢者対策等の拠点場所づく
りについて検討を図っていきたい。

問

新政権に対する、町の行政運営について

政府案が承認された時に事業点検、見直し等行う 今　井　利　和　議員
　　診療報酬の配分、薬価の見直し等。
　　診療所の運営難、医師不足などは。

答

問

答

問
　　シルバー人材センター援助事業。今
　　後どのような運営指導をするか。

シルバー人材センターの活性化に町とし
ても支援していきたい。

問
　　農道整備事業や今後の基盤整備事業
　　への支障は。

答
　　基盤整備の中で農道の整備を行う。

問
　　子供の読書活動の推進事業。各学校
　　では読書をし、思考力を高める為に
指導しているが、読書の時間が廃止にな
るのか、どのように生かされるのか。

答
　　子供の読書活動に全職員で取り組ん
　　でいる。表現力を高め、想像力を豊
かにし、生きる力をつける為に重要な役
割を果たしている。今後も力を入れる。

問
　　英語教育改革総合プラン事業が廃止
　　される動きにあるが、町の対応は。

答
　　学習指導要領の実施に向けて英語活
　　動を実施しています。

問
　　「祝い金」「ごみ処理費用負担金」の
　　財源確保について。

答
　　１．各種事業の見直しや事業手段の
　　改善等で生み出されたものを充て
２．年度毎の余剰金を環境施設基金に積
立て、不足は財政調整基金を充て対応。

　　診療報酬が引き下げになると、運営
　　が圧迫される。11月１日から薬は院
外処方に切りかえているので影響はない
医師の確保は臨時・研修医で進める。

答
　　１．企業誘致パンフレット（1000
　　部）作成、金融機関、茨城県企業誘
致推進室東京本部や東京ビックサイト等
に展示を行い企業誘致をお願いすると共
に色々な機会を通じ誘致を行うが、現在
までに企業との具体的な折衝がない。
２．直売所の規模、形態等計画を作成す
る段階、他の直売所の確認する必要あり
本町の条件でも成功出来る青写真を敷い
て実施することが重要と考える。

問
　　旧利根中学校跡地の用途地域変更と
　　小中学校の利活用の進捗は。

答
　　１．中学校の用途地域変更は一種か
　　ら二種と言う事は３段階上げるには
県の方で難色を示している。２段階だと
直売所等確保出来ても校舎、体育館、豊
島ホール等は活用出来ず、全施設利用可

問
　　後期高齢者医療制度。保険料を都道
　　府県が積み立てている財政安定化基
金を活用して、保険料の上昇を抑えるよ
うにするとしているが、保険料は高くな
らないのか。

答
　　22、23年度における保険料の上昇
　　を抑制する為、県に設置してある財
政安定化基金を取り崩し、保険料の増額
を抑える方針を示されている。２年間の
保険料は据え置く。

　。

協、

る。

答
　　21年度予算は、連合会へ３万円、
　　社協で10万円計上。就業を提供し、

７

問

少子・高齢化と町づくりについて

問題意識は一致、新組織で頑張る 髙　木　博　文　議員

　　国・地方で子育て支援が重視されて
　　いるが、知的障害児・者においても
それは重視されなければならないが、そ
の施策は不十分、とくに中学校卒業後の
施設や施策の充実が求められている。県
南の高等養護学校の誘致を要望したい。

答

問

答

　　知的障害児・者に対する適切な施策
　　は重要、関係者の声に耳を傾け、高
等養護学校誘致を近隣自治体首長と一緒
に取り組みたい。

問
　　健康増進施策は、高齢者はもとより
　　全ての住民に必要、関係者の声に耳
を傾け、行政も総力を結集した積極的な
対応が必要、町の施設の利用時間、申し
込み方法等で改善の要望がある。町長の
公約に照らしても改善すべきと思うが？

答

問

答

問

答
　　関係課でも検討中。夏の時間延長を
　　具体的に検討するとともに、申し込
み方法は引き続き検討したい。

　　利根町の介護予防の取り組みは積極
　　的に評価するが、さらに高齢化が進
むもとで、住民の中から町の戦略的な位
置付けと行政と住民の協働が提案されて
いる。相乗効果を引き出すための見直し
の声もあるが町長の考えを伺いたい。
　　問題意識は一致している。関係者の
　　協力を得ながら、町としても新しい
組織の中の「町づくり推進課」を機軸に
住民の声に答える町づくりを進めたい。
　　旧利根中跡地については、県の対応
　　がきびしい。県の懸念を払拭するた
めに住民の声を反映した具体案を検討し
県へ働きかけるべきと思うがどうか。
　　引き続き全力を尽くすが、住民の声
　　は必要に応じて積極的に活用した

問

自然環境を守るには環境基本条例を制定　

多額の調査費を要するため当面見送とする　五十嵐　辰　雄　議員

　　21世紀は環境の時代、環境基本条
　　例の制定は不可欠です。日々の経済
活動は、地球環境という基盤の上に始め
て成り立っています。水や大気、生態系
や自然環境、安定した気候を維持しなけ
ればなりません。
　総合的な環境施策を維持するには、環
境基本条例に沿って、系統的、体系的に
重点施策を立て年次計画に従い事業成果
を町民にお知らせ、町民と協働して環境
保全に努めなければなりません。

答

問

答

で外部発注も考え、策定費は１千万円以
上である。当町では、ごみ処理基本計画
に基づき環境に優しい循環型社会の構築
を検討しているので、当面は環境基本条
例の制定は見送りとします。

問
　　空き地に繁茂した雑草等の除去に関
　　する条例の制定。
空き地に雑草や枯れ草が放置され、火災
や犯罪の発生原因となっています。生活
環境を守るには、雑草等を除去する対策
を講じなければなりません。

答
　　条例にこだわらなくても雑草除去に
　　ついて対応しております。地元区長
から除去の相談があった場合、町で土地
所有者に通知し除草をお願いしている。
　本人が対応できない場合、シルバー人
材センター等を紹介している。地域の
々と行政が協働し対応してきています。

　　環境問題は地球規模で非常に深刻な
　　状態で、数十年で自然形態は様変り
している。県内で平成21年４月１日現在
環境基本条例は19市町村で制定し、環境
問題の基本方針を示す条例も26市町村で
制定しています。
　条例制定に調査項目も多岐にわたるの

方

い。

８

問

岩　佐　康　三　議員
問

答

中　野　敬江司　議員
問

答

一 般 質 問 町政のここが聞きたい

問

布川小トイレの洋式化をもっと増やしては

次の大規模改修工事の中で考えたい

　　国庫補助を利用して全国的に広がっ
　　ている校庭・園庭の芝生化を進めて
はどうか。子供が思い切り走り回った　
体を動かすことができ安全対策になり、
芝生化された校庭を地域に開放すること
で、地域住民が様々な形で利用でき、ス
ポーツの交流も盛んになる。学校環境の
緑化だけではなく、雨水を吸収し、土埃
も防いでくれ、太陽熱を吸収し、ヒート
アイランド現象を緩和し成績も向上する

問問
　　小中学校のトイレの比率は、全国的
　　に洋式３～４に対して、和式１が大

問

答

半だが、町の小中学校はどうか。13年
度から、トイレの改造だけでも補助の対
象になると公表されている。避難所にも
使われるので、お年寄りのためにバリア
フリー化を考えてほしい。

　　22年度に選挙公約の何を事業化する
　　のか、通学路を整備する考えは。

道路を22年度の予算編成の中で舗装の
し直し等を検討したい。文間小学校の通
学路112号線の整備は財政状況を考える
と全部早急には大変難しい。年次的に危
険箇所を優先的に整備したい。
　　全国学力学習状況調査を非公開とし
　　た理由はなぜか。品川区立小中一貫
校を視察して教育行政に生かす施策は。

問

答
　　本調査の主体が国で、市町村教育委
　　員会は個々の学校名を明らかにした
公表は行わないとある。国の実施要綱に
従っている。小学校の算数Ａ・Ｂは全　
県の平均を上回っている。国語Ｂも高　
　小中学校が統合して４校になった。ぜ
ひ町の研究テーマを小中学校連携と掲げ
ることを先日の校長会で確認したところ
だ。来年度小中学校の連携という話をし
たので絶対やるということだ。

答
　　大規模改修した文小は和式36基と
　　洋式23基、文間小は和式20基と洋
式13基だ。布川小は和式34基と洋式15
基、利根中は和式56基と洋式14基だ。
布川小と利根中は、今後の大規模改修事
業でトイレ改修したい。避難場所として
指定されているので、和式トイレを使え
ないお年寄りに配慮した洋式化を進めた
い。大規模改修事業の質的整備で、400
万円以上のトイレ改修工事が単独で認め
られているが、老朽化もあるので大規模
改修したい。

　　中学生の通学時のヘルメットの無料
　　化、財源は約35万円を見込んでい
　子育て支援では、医療費の無料化、応
援手当の支給。いずれも４月から実施し
たい。応援手当ては、２子50万円、３子以
降が100万円だ。中学生までの15年間に
分割して支給したい考えだ。出生者数と
試算は、２子が35人、３子が20人で、平成
22年度は285万円、23年度が532万5000
円、24年度は780万円を見込んでいる。
　医療費の無料化は22年度は小学３年生
まで、23年度は小学６年生まで、24年度
に中学３年まで順次拡大したい。
　通学路の整備については、布川小学校
への通学路2273号線は地権者の同意が
得られず拡幅の測量に入れない。現状の

答
　　植栽後一時期校庭を使えない、芝生
　　を守るため利用時間が制限される、
管理に手間と費用がかかる。地域住民の
協力が不可欠で、使用頻度が高い学校で
は、管理が特に難しい等の問題もある。
将来に向けて芝生化を今後検討したい。

る。

問

答

選挙公約の事業化及び通学路の整備は

ヘルメットや医療費の無料化など実施

国、
い。

り、

　。

９

問

高　橋　一　男　議員
問

答

問

守　谷　貞　明　議員
問

答

答

問

旧利根中跡地活用で数値の根拠は

難しい数値目標と私も認識している

　　ニュータウン前の企業所有地につい
　　て、①計画内容と町の振興計画上の
位置づけ、今後の管理運営について、双
方で協定されたか伺う。②固定資産税と
都市計画税は年間いくら徴収している
③特別土地保有税は、現在徴収猶予中だ
が、今後状況によって徴収する考えは、
また、徴収金額は。④事業開発をにらん
だ給水管の過大設備となっている、仮に
住宅開発を断念した場合、整備費、維持
費などどこが負担するか伺う。

答
　　第四次利根町総合振興計画第三期基
　　本計画の中で住居系市街地ゾーンの
位置づけ、土地保有税について、開発断
念した場合、当然徴収する。また、過大
設備については、開発が具体的になった
とき負担金を頂く。

問

答

とした活用を図る、これにより年間５億
円以上売り上げ、６千万～８千万円の財
源が図れると答弁され、これが一人歩き
している、直売所で５億円売り上げる事
は簡単なことではない、特に立地条件で
難しいと思う、そこで事業内容と数値の
根拠を伺う。

問
　　旧利根中跡地については、第三セク
　　ター方式による農産物直売所を中心

　　基本的には、町の活性化として雇用
　　の促進、地元農産物の振興、特産物
による町のＰＲができ、触れ合いのある
憩いの場として計画を考えている。
６千万～８千万円の算出根拠については
大変難しい数値目標であると私も認識し
ている、大きな希望を持って臨み、投資
をするわけで、失敗は許されない、利根
町独自でその位の歳入が得られるよう計
画を立てたいと思っている。

問

財政再建の具体的な施策は　

行政改革計画を策定し実行する　

　　利根町は毎年６～７億の歳入不足　
　　財政調査基金を取り崩し、町債を発
行して補っている。今後４年間、同じ財
政運営を続けると基金は底を突き、町債
の残高は60億円を超え、その利息を払う
ことで、財政は益々悪化、硬直化するこ
とになる。今後４年間の財政再建につい
て、年次ごとの目標設定と具体的な施策
及び行程表があれば、示してください。

問問
　　利根中跡地の農産物直売所について
　　１．店舗及び駐車場等の関連施設の
規模はどの程度の物を考えているのか

答

２．その予算総額は幾らで、財源は
３．運営主体は
４．オープン予定は何時頃か
５．農家の方々との勉強会や研修を誰が
　主体で何時頃から始めるのか
６．参加する農家は何軒ぐらいを予定　
　作物の種類をどの様に確保するか
７．今後、利根町の特産品を創り出す専
　門家を交えたプロジェクトチームを作
　る考えはあるのか
以上、できれば具体的にお答えください

答
　　これから計画を立て行くところで、
　　計画が整った時点で、できるだけ早
く示したいと考えています。担当は「ま
ちづくり推進課」を中心に進めます。
　また、町の特産品についても具体的な
方針を立てて実行して行きたいと考えて
います。

　　集中改革プランは平成21年で終了
　　したので、新たに期間を３ケ年とし
た「行政改革行動計画」を、住民の代表
の方々の意見をお聞きしながら、今年度
中に策定し、その計画に沿って改革を進
めて参りたいと考えています。

し、

で、

　。

か。
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町議会の詳細は議会会議録で
　この「議会だより」は、町議会で行われた議論等の内容を要約してお知らせしております。もっと

詳しく知りたい方は「利根町議会会議録」をご利用ください。

　議会会議録は、町立図書館と役場１階エレベータ前の資料閲覧コーナーにあります。１ページ20円

で複写サービスも行っています。図書館受付または議会事務局に申し出てください。

　また、利根町のホームページでも見られます。

　　　　町議会を傍聴しましょう！
　議場は町政の一端を知る絶好の場です。町政の実態を知るために、また、住民の皆様が選んだ議員

が何を今どのように質疑をし、審議をしているかを知るためにも、ぜひ議会の傍聴にお出かけください。

今回、11月の臨時会及び12月定例議会の傍聴者は延べ46名でした。

　次回の定例議会は３月4日（木）から開催予定です。傍聴の予約は不要です。
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１０

第２６回利根町テニス大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副議長 

利根町国民健康保険運営協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長・常任委員会委員長 

第２５回利根町文化祭・第２回利根町地場産業フェスティバル 

平成２１年第２回稲敷地方広域市町村圏事務組合議会定例会　　　　　　　　　　　　　組合議員 

龍ヶ崎地方衛生組合議会議員先進地視察研修（視察先：山形県・東根市）　　　　　　　 組合議員　～６日 

平成２１年第２回龍ケ崎地方塵芥処理組合議会全員協議会／定例会　　　　　　　　　　組合議員 

利根町水道事業運営協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運協議員　 

道の駅視察（視察先：五霞町・境町）　 

臨時議会運営委員会　　　　　　　　　　　　　　

老人大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長・厚生文教常任委員 

第２６回利根町長杯争奪バレーボール大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副議長 

稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会／議会臨時議会　　　　　　　　　　　　　　組合議員 

平成２１年第２回臨時議会／全員協議会／議会運営委員会　　 

主要道路整備促進期成同盟会総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長 

議会運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

利根町建設業協会総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長 　　 

　 
第４回定例議会　本会議　（～１０日迄　通算７日間）　 

全員協議会　　

　休　会 

　休　会 

一般質問（５ 人） 

一般質問（３ 人） 

全員協議会　　

総務常任委員会 請願付託審査 

本 会 議   ( 議案採決 )　　 


